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令和２年度 糸魚川市社会福祉協議会事業計画 
 

○下線部は２年度の強化事業 

基 本 方 針 

令和２年度は、夏に開催予定の東京オリンピック・パラリンピックに向け大きな

関心と障害者に対する理解が注目される一方で、依然として社会福祉を取り巻く環

境は、少子高齢化の進行や単身世帯の増加に伴う世帯構成の変化、社会的孤立、特

殊詐欺犯罪、虐待やひきこもりなど身近で深刻な生活課題が顕在化しています。 

また、昨年は台風１９号などによる災害が発生したことで、日本各地で甚大な被

害をもたらしました。台風や大雨等の自然災害を教訓として、日頃からの地域での

たすけあいやボランティア活動の重要性が大きく取り上げられています。 

これらの問題を解決するために、地域でのつながりの構造や地域福祉の推進が求

められています。 

社会福祉協議会では「障害があっても住みやすい地域」「安心して暮らせる地域

づくり」を目指して様々な分野における福祉団体や福祉関係機関等と連携して「福

祉のまちづくり」の推進に努めます。 

 

 

実 施 計 画 

１．社協の基盤整備と組織の強化 

    (1)支部社協活動の推進支援と連携強化【7,020千円】 

    (2)役職員研修の機会拡充と社協事業運営への積極的参加【72千円】 

  (3)災害救援活動に関する派遣職員の相互支援 

  (4)各種委員会の開催【420千円】 

  地区社協運営委員会、福祉事業委員会、表彰審査委員会、事故等対策委員会、 

生活福祉資金貸付調査委員会(たすけあい資金貸付運営委員会)、  

     糸魚川市民のつどい福祉大会実行委員会、地区社協財政調整基金検討委員会 

 

２．安心な暮らしがうまれるまちづくりの推進 

  (1)小地域活動を活かした住民ニーズの実態把握 

  (2)福祉講座・ボランティア講座等の開催【390千円】 

    (3)一人暮らし高齢者等への配食サービス及び昼食招待事業の推進支援【1,830千円】 

    (4)一人暮らし高齢者に対する歳末たすけあい事業【600千円】 

    (5)子育てカフェ（育児従事者のリフレッシュ事業）の開催【210千円】 

  (6)在宅介護者のつどい【260千円】 

(7)バリアフリー映画上映会【400千円】 

(8)軽度除雪対策事業【480千円】 
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  (9)企業の社会貢献活動へのアプローチ 

(10)もしもの時の安心ノートの作成【70千円】 

(11)民生委員児童委員との連携による地域福祉活動の推進 

(12)障害者が必要とするサービスの開発と提供 

   (13)関係機関、社会福祉施設、福祉団体との連携 

  (14)各種受託事業の実施による地域福祉の推進 

 (15)被災世帯への見舞金支給【50千円】 

 

３．暮らしを支える環境づくり 

  (1)ふれあいいきいきサロンづくりの推進【900千円】 

    (2)小地域ネットワークづくり事業の実施【40千円】 

  (3)各種資機材の貸出（ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄ、疑似体験セット等）【80千円】 

  (4)一人暮らし高齢者等安否確認事業の実施【950千円】 

    (5)高齢者等支援連絡会の実施【50千円】 

  (6)なんでも介護団出張講座【80千円】 

 (7)地域活動支援センター（いちょうの家、青空工房、あけぼの）の 

受託運営【27,330千円】 

  ・障害者の方が日中過ごせる場として創作･生産活動、社会交流の機会の提供 

 (8)屋内ゲートボール場（すぱーく能生）の管理運営【3,650千円】 

  (9)ビーチホールまがたまの管理運営 

 (10)マイクロバスの運行【1,561千円】 

 (11)会長杯ゲートボール大会【15千円】 

 

４．介護事業部門（居宅介護支援事業、訪問介護事業）の充実強化 

  (1)事業所の安定した経営を図るとともに利用者（介護保険、介護予防、障害者 

 自立支援）への質の高いサービス提供 

(2)居宅介護支援事業（ケアマネジメント）の充実【45,100千円】 

・利用者の心身状態や生活環境に応じた支援計画と関係機関と連携した支援 

(3)訪問介護事業（ホームヘルプサービス）の強化【99,700千円】 

・自立支援を目標に利用者から信頼される質の高い在宅サービスの提供 

・介護保険制度では対応できない在宅高齢者に対する在宅サービスの提供 

  (4)介護職員初任者研修の実施【560千円】 

 

５．福祉教育とボランティア活動の推進 

  (1)学生を対象としたサマーワークボランティアの実施【80千円】 

   (2)地域を支えるボランティアの発掘、ボランティアの情報提供 

  (3)福祉研究普及校の指定と助成【300千円】 

     （令和2年度～令和4年度の３年間指定）糸魚川小学校、大和川小学校、 

根知小学校、磯部小学校、木浦小学校、能生中学校 

  (4)福祉専門職育成のための積極的な実習生の受入れ 
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  (5)ボランティア活動の推進と後継者の育成 

  (6)ボランティアフェスティバルへの協力 

   (7)ボランティア連絡協議会組織の充実と活動への支援 

    (8)ボランティア保険活用の推進 

   (9)収集・回収活動の拡大（古切手、テレカ、エコキャップ等） 

 

６．財政基盤の確立 

    (1)関係者の協力、市民からの理解を得た社協会費及び共同募金の確保 

(2)社協事業を推進するにあたり公的助成制度等の活用 

    (3)社会福祉基金の増額 

    (4)財政調整基金の効果的な運用 

 

７．相談・援助支援の推進 

    (1)心配ごと相談事業と専門相談の実施【1,540千円】 

  (2)日常生活自立支援事業の取り組み【2,360千円】 

  (3)法人後見事業の実施に向けた体制づくり【2,500千円】 

  (4)生活困窮者の自立に向けた福祉資金の貸付と相談支援【680千円】 

  (5)福祉資金貸付者への償還指導及び長期滞納者対策 

  (6)行旅人援護【40千円】 

 

８．災害時の支援体制づくり 

  (1)平常時における関係機関とのネットワークづくり 

  (2)災害時に活動できる人材養成と被災地への支援協力 

 

９．子育て支援事業の充実強化 

  (1)ふれあい児童館事業の実施【560千円】 

  (2)子どもの遊び場遊具設置【1,200千円】 

  (3)私立保育園幼稚園遊具等整備事業【330千円】 

 

１０．各種団体への協力 

  (1)福祉団体の事務受託【500千円】 

民生委員児童委員連絡協議会、老人クラブ連合会、身体障害者会、 

母子寡婦福祉会、保護司会、更生保護協力雇用主会、更生保護女性会、 

遺族会、共同募金委員会 

 

1１．広報活動 

   (1)広報「社協だより」の発行【900千円】 

  (2)ホームページの運営【100千円】 

   (3)糸魚川市民のつどい福祉大会等の開催【1,250千円】 

   (4)福祉団体等が発行する機関紙への協力【280千円】 
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【糸魚川市社会福祉協議会組織図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監事会 

監 事  ２名 

評議員会 

評議員 ３２名 

会員 

 一般会員 

 賛助会員 

各種委員会 

地区社協運営委員会 

   福祉事業委員会 

表彰審査委員会 

事故等対策委員会 

生活福祉資金貸付調査委員会 

糸魚川市民のつどい福祉大会実行委員会 
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糸魚川地区社協 

能生地区社協 

青海地区社協 

介護センターにじ 

  居宅介護支援事業所 

訪問介護事業所 

地域活動支援センター 

いちょうの家 

青空工房 

あけぼの 

支部社協 １０支部 

 上早川、下早川、浦本、 

 大和川、西海、糸魚川、 

 大野、根知、小滝、今井 

支部社協  ７支部 

 木浦、磯部、能生、 

 西能生、上南、小泊、 

中能生 

支部社協 １６支部 

 須沢、今村新田、八久保、 

 田海、高畑、寺地、名引、 

 東町、西町、中央、大沢、 

 歌、外波、市振、玉ノ木、

上路 

理事会 

  会 長  １名 

 副会長  ２名 

  常務理事 １名 

  理 事 １２名 


